
 
 
 

2.5 第１回打合せ 

 
2.5.1 議事次第・出席者名簿 

(1) 議事次第 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

東条川二期地区 昭和池改修工事 第１回打合せ 

 

議事次第 

 

１．開催日時 

令和７年 11 月 17 日(月) 9：00～10：00 

 

２．開催場所 

   Web 会議方式 

 

 ３．出席者 

      別紙のとおり 

 

４．議事 

（１）開会                      9：00～9：05 

外部技術者紹介 

             

（２）議事                      9：05～9：55 

    現地調査実施後の施工計画及び仮設計画について 

 

（３）閉会                        9：55～10：00 

         連絡事項等 

 

 

以上  
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(2) 出席者名簿 

所属・役職 氏名 

 

【外部技術者】 

  

  

 

【近畿農政局】 

 東条川二期農業水利事業所 所長 

              次長 

              工事第一課長 

設計係長 

係員 

係員 

 

 土地改良技術事務所 所長 

           企画情報課長 

           システム運用係長 

           技術情報係長 

 

【設計コンサルタント】 

   

 

 

【 】 

   

         

 

 

 

  

  

 

 

渡部  光紀 

丸山 鉄男 

久保田  明 

石田 将之 

鈴木 琢也 

髙岡  新 

 

森田 明宏 

渡井 弥周 

奥山 悠大 

菊本  勝 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

2.5.2 打合せ資料 

第１回打合せにおける資料を次頁以降に添付する。 
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2.5.3 打合せ記録簿 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

東条川二期地区 昭和池 第１回 
打合せ記録簿 

 
開催日時：令和７年 11月 17 日(月)9:00～10:00 

場    所：Web 開催（Teams） 

出 席 者：別紙出席者名簿のとおり 

 
【資料】昭和池改修工事 施工計画・仮設計画 

 外部技術者(委員)等からの主な意見及び討議内容は以下のとおり。 

 
1．堤体上流面の押え盛土に関して 

 P.8 ため池の下方に仮置場を、堤体上流面に工事用道路を１本配置

する計画である。 

現地調査にて両委員から、仮置き場を天端近辺に配置するや、ため

池上流側に道路を１本追加するように計画できないかという意見が

あった。 

委員 仮締切堤の材料は購入材か掘削土の何れか。購入材だと思われる

が、掘削土を使用できるならば、掘削土は使用可能だと考える。 

EL112.9小段の下までは堤体上流道路を撤去することなく、下方の

右岸中腹仮置場から盛土を運搬・施工できる。しかし、EL112.9より

上方の２年目及び３年目の盛土では、下方から材料供給するのであれ

ば堤体上流道路を撤去しながら盛土になり、上方から材料供給するの

であれば直接搬入しての盛土施工になり、施工性が悪くなる。３年目

は上方から材料供給だけになると思われる。従って、上方に購入材の

仮置場を設ける方が良いと考える。 

また、段切りしての盛土を行うにあたり、排水対策が必要ではない

かと考える。道路盛土では透水層を設けることがあるが、ダム工事で

は如何か。 

振動ローラを使用する転圧が計画されているが、法面では振動バケ

ットでの転圧を検討する方が良いと思われる。 

委員 ２年度及び３年度の盛土について、堤体上流道路を撤去する箇所と

盛土施工位置のCIMデータを作成し、施工ステップを検討しては如何

かと考える。道路を分断すれば、その先端に材料を降ろした後、盛土

箇所へ水平移動する必要があり、かなり施工性が落ちると思われる。 
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降雨による流出対策や道路維持を考えると、上流道路をC-40砕石で

造成するのは難しいと考える。 

フィルダムでは一般的に降雨前に振動ローラで転圧することによ

り流出を防止する。C-40の排水性は良いが、流出対策が必要である。 

 ため池左岸側のルートに関しては、洪水吐を跨ぐ仮橋を架ける発想

があるが、橋の基礎部が盛土であり、洪水吐に荷重をかけることは見

込まれていないと思われる。また、既設構造物があるため工事車両の

通行が難しく、船をため池に降ろす設備を取り壊すことになるため、

左岸側ルートは難しいと考えていた。 

仮置場に関して、ダム天端に仮置きするとすれば、何㎥を想定して

いるか。 

委員 場外から進入したダンプが盛土箇所近くで材料降しするためには

バックで上流道路を下がることになるが、未舗装の10％道路をダンプ

が走行することは難しく、積み替える必要があると考えられ、１日の

施工量＋αの仮置場が無ければ作業が滞ると思われる。 

コンクリートダムのように最大打設月の日平均３日分程度をスト

ックする考えを用いれば、３日分の盛土量を仮置くことを想定する。 

ダム天端にそれ程の仮置場を設けることは難しいため、下流の駐車

場あたりに仮置きして、不整地運搬車で運搬するという方法になると

考える。 

 承知した。 

購入材であるため、コンスタントな搬入が可能であり、３日分を仮

置く必要があると理解した。仮置量が1,000㎥を超えることは無い。 

３年目にはダム天端の幅は10ｍ程度になるが、ダンプが転回するこ

とは厳しく、天端での仮置きは少量になる。 

濁水処理設備を予定している、現在は残土が置かれている所を中継

仮置場とする案が考えられる。 

排水対策については、御意見を参考に検討を進めたい。 

盛土材料に関しては、過年のダム安全性評価委員会により、C-40に

限定はされないが、購入材になると考えている。 

法面の転圧に関係することとして、安全性評価委員会にて決定して

いるブロック張り仕上げになる。 

委員 盛土の施工位置が上方になった際の材料運搬の方法として、施工効

率を上げるために、ベルトコンベアの使用は如何か。 

委員 盛土のサイクルタイムは算出しているか。 

 サイクルタイムの算出には未だ至っていない。 
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委員 委員の御意見にあったように、ベルトコンベアを採用するので

あれば、ベルトコンベアに材料を移し替える場所について検討する必

要がある。 

盛土場での二次運搬については、サイクルタイムを検討する必要が

あると考える。 

 ベルトコンベアは検討したことがあり、事業所と相談して決定した

いと考えている。 

  

2．進入道路に関して 

委員 交通誘導員は２名配置するように計画されており、無線合図して誘

導すると思われるが、ダンプが円滑に入退場できるようにしなければ

ならない。 

進入路にはカーブがあり、両端の誘導員からは見えない所がある。 

カーブにもう１名誘導員を配置するのは如何か。工事車両だけでは

なく、一般車両の往来があり、待避場があるが、見通しできない位置

にあるからである。 

ダンプ運転手が慣れてくれば理解して運転するようになるが、支障

が無いように、初期段階だけでも交通誘導員の３名配置を検討する方

が良いと考える。 

委員  一般道出入口では左折進入・左折退出にすれば一般道での交通渋滞

が発生しないと思われる。右折進入・左折退出であれば、出入口付近

に待避場を設ける必要があると考える。 

 出入口では右折進入・左折退出になる。右折進入する手前にある道

路拡幅部を活用できないか検討する。退出では、左折側（西側）には

水路があるため隅切りを設置することは困難であるが、既に隅切りが

ある東側を拡幅する考えがある。 

交通誘導員３名配置については、頂いた御意見を参考に検討を進め

たい。 

                             以上 
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2.5.4 検討結果 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 東条川二期地区 昭和池 第１回打合せ  

 

項目 所見 

堤体上流面の押え盛土 

 

・仮置場をため池の下方以外にも設ける必要がある。 

・３日分の盛土量を仮置くことを想定し、ダム天端にそれ

程の仮置場を設けることは難しいため、下流の駐車場あ

たりに仮置きして、不整地運搬車で運搬するという方法

になると考えられる。 

・ため池上流側に道路を１本追加する方法も考えられる。 

・盛土工での排水対策が必要でないかと考える。 

・降雨による流出対策や道路維持を考えると、上流道路を

C-40砕石で造成するのは難しいと考える。 

・C-40の排水性は良いが、流出対策が必要である。 

・２年度及び３年度の盛土について、堤体上流道路を撤去

する箇所と盛土施工位置のCIM データを作成し、施工ス

テップを検討しては如何かと考える。 

・ベルトコンベアの使用を検討しては如何かと考える。 

・ベルトコンベアを採用するのであれば、ベルトコンベア

に材料を移し替える場所について検討する必要がある。 

・盛土場での二次運搬については、サイクルタイムを検討

する必要がある。 

進入道路 ・カーブにもう１名誘導員を配置することを検討しては如

何かと考える。支障が無いように、初期段階だけでも交

通誘導員の３名配置を検討する方が良いと考える。 

・右折進入・左折退出であれば、出入口付近に待避場を設

ける必要があると考えられる。 
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2.6 第２回打合せ 

 
2.6.1 議事次第・出席者名簿 

(1) 議事次第 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

東条川二期地区 昭和池改修工事 第２回打合せ 

 

議事次第 

 

１．開催日時 

令和７年 11 月 26 日(水) 9：00～10：00 

 

２．開催場所 

   Web 会議方式 

 

 ３．出席者 

      別紙のとおり 

 

４．議事 

（１）開会                      9：00～9：05 

外部技術者紹介 

             

（２）議事                      9：05～9：55 

    昭和池改修工事の施工計画及び仮設計画について 

 

（３）閉会                        9：55～10：00 

         連絡事項等 

 

 

以上  
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(2) 出席者名簿 

所属・役職 氏名 

 

【外部技術者】 

  

  

 

【近畿農政局】 

 東条川二期農業水利事業所 所長 

              次長 

              工事第一課長 

設計係長 

係員 

係員 

 

 土地改良技術事務所 所長 

           企画情報課長 

           専門技術指導官 

           システム運用係長 

           技術情報係長 

 

【設計コンサルタント】 

   

 

 

【 】 

   

         

 

 

 

  

  

 

 

渡部  光紀 

丸山 鉄男 

久保田  明 

石田 将之 

鈴木 琢也 

髙岡  新 

 

森田 明宏 

渡井 弥周 

石橋 広毅 

奥山 悠大 

菊本  勝 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

2.6.2 打合せ資料 

第２回打合せにおける資料を次頁以降に添付する。 

   ・昭和池改修工事 施工計画図 

   ・現地調査及び第１回打合せにおける外部技術者の助言と対応方針 
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東
条

川
二

期
地

区
 
昭
和

池
 
第

２
回
打

合
せ
 

現
地

調
査

及
び

第
１
回
打

合
せ

に
お
け

る
外

部
技

術
者

の
助

言
と
対

応
方

針
 

N
o
. 

項
目
 

助
言
内
容
 

対
応

方
針
（
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

記
載
）
 

1
 

堤
体

上
流

面
の

押
え

盛
土
 

仮
置

場
を

た
め

池
の

下
方

以
外

に
も

設
け

る
必

要
が

あ

る
。
 

３
日

分
の

盛
土

量
を

仮
置
く
こ

と
を
想

定
し
、
ダ
ム

天
端

に
そ

れ
程

の
仮
置
場

を
設

け
る

こ
と
は

難
し
い
た

め
、
下
流

の
駐

車
場

あ
た
り
に

仮
置

き
し

て
、
不
整

地
運

搬
車

で
運
搬

す
る

と
い

う
方
法
に

な
る

と
考

え
ら
れ

る
。
 

仮
置

場
と
し
て

、
 

①
盛

土
前
半
(
E
L
11
2
.9

以
下
)
は

、
上

流
中

腹
仮

置
場
(
３
日

分
仮
置

き
) 

 
を

利
用
す
る

。
 

②
盛

土
後
半
（

E
L1
1
2
.9

以
上

）
は
、

堤
体

下
流

側
駐
車
場

付
近
に

盛
土
 

 
３

日
分
を
仮

置
し

、
不
整
地

運
搬
車

で
運

搬
す

る
施
工
計

画
と
す

る
。
 

2
 

 
－

〃
－
 

た
め

池
上

流
側

に
道

路
を

１
本

追
加

す
る

方
法

も
考

え

ら
れ

る
。
 

 
左

岸
側
の
洪

水
吐

橋
梁
横
断

ル
ー
ト

案
も

考
え

ら
れ
た
が

、
道

路
線
形
 

も
屈

曲
箇
所
が

あ
り

、
円
滑
な

走
行
が

不
可

で
あ

る
。
 

仮
設

橋
梁

の
別

途
設

け
る

場
合

に
お
い

て
も
、
洪
水
吐
構
造

設
計
に
工
 

事
用

車
両
相
当

の
上

載
荷
重
が

見
込
ま

れ
て

い
な

い
こ
と
、
基
礎

が
盛
土
 

も
し

く
は
埋
め

戻
し

土
と
な
る

こ
と
か

ら
、

架
設

不
可
と
考

え
ら
れ

る
。
 

上
記

1
の
堤

体
下

流
側
の
仮
置

場
を
設
け
る

こ
と

で
対

応
す

る
方
針
で

あ
る

。
 

3
 

 
－

〃
－
 

盛
土

工
で
の
排

水
対

策
が
必
要

で
な
い

か
と

考
え

る
。
 

降
雨

に
よ

る
流

出
対

策
や
道
路

維
持
を

考
え

る
と
、
上
流

道
路

を
C
-
4
0砕

石
で

造
成

す
る

の
は
難

し
い
と
考

え
る

。
 

C
-
4
0
の

排
水

性
は

良
い

が
、
流

出
対
策

が
必

要
で

あ
る
。
 

段
切

り
は

1.
0
ｍ
高

で
2
5
段
あ

る
。
法

面
保

護
(
岩
石

材
料
)
撤

去
後
、
 

１
段

ず
つ
施
工

し
、

盛
立
て
は

段
切
り

に
追

随
し

て
実
施
す

る
。
 

段
切

掘
削

後
の

放
置

時
間

は
限

ら
れ
、
排

水
流

出
に
対
す
る

課
題
は
少
 

な
い

と
想
定
さ

れ
る

。
段
切
水

平
面
に

排
水

勾
配

を
取
る
、
も

し
く

は
⻑
 

期
放

置
す
る
場

合
は

シ
ー
ト
に

よ
る
養

生
程

度
を

想
定
す
る

。
 

道
路

C-
4
0
材

の
流

出
に

対
し
て

は
、
現

況
堤

体
の

表
面

被
覆

材
で
保
 

護
す

る
(
フ
ィ

ル
タ

ー
則
に
つ
い

て
確
認
要
)
。
 

2-51



4
 

 
－

〃
－
 

２
年

度
及
び
３

年
度

の
盛
土
に

つ
い
て
、
堤
体

上
流

道
路

を
撤

去
す

る
箇
所
と

盛
土

施
工

位
置
の

CI
M
デ

ー
タ

を
作
成

し
、

施
工

ス
テ
ッ
プ

を
検

討
し

て
は
如

何
と
考
え

る
。
 

 
施

工
ス
テ
ッ

プ
毎

に
運
搬
車

両
、
土
工
機
種

を
選

定
し
サ

イ
ク
ル

タ
イ
 

ム
を

検
討
す
る

。
 

5
 

 
－

〃
－
 

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
の

使
用

を
検

討
し

て
は

如
何

か
と

考

え
る

。
 

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
を

採
用
す
る

の
で
あ

れ
ば
、
ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
に

材
料

を
移

し
替

え
る

場
所

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

盛
土

場
で

の
二

次
運

搬
に
つ
い

て
は
、
サ
イ
ク

ル
タ

イ
ム

を
検

討
す

る
必
要
が

あ
る

。
 

 
押

え
盛
土
後

半
(
E
L
11
2
.
9
以

上
、
盛
土
量

1
5,
0
0
0
㎥

 程
度

)が
施
工

対
象

と
想
定
さ

れ
る

。
 

上
記

4
に

示
し

た
施

工
ス

テ
ッ

プ
毎
の

検
討

結
果

よ
り
、
工

程
的
に
も

対
応

可
能
で
あ

る
た

め
、
下
流

仮
置
き

場
か

ら
盛

立
場
ま
で

を
ク
ロ

ー
ラ

ダ
ン

プ
で
運
搬

す
る

方
針
で
あ

る
。
 

6
 

進
入

道
路
 

カ
ー

ブ
に

も
う

１
名

誘
導

員
を

配
置

す
る

こ
と

を
検

討

し
は

如
何

か
と
考
え

る
。
支
障

が
無
い

よ
う
に
、
初

期
段
階

だ
け

で
も

交
通

誘
導

員
の

３
名

配
置

を
検

討
す

る
方

が
良

い
と

考
え

る
。
 

左
記

の
と

お
り

、
３

名
交

通
誘

導
員

を
配

置
す

る
(
仮

設
平

面
図

参

照
)
。
 

7
 

 
－

〃
－
 

右
折

進
入
・
左
折

退
出

で
あ
れ

ば
、
出
入
口
付

近
に

待
避

場
を

設
け

る
必
要
が

あ
る

と
考

え
る
。
 

 
材

料
等
の
搬
⼊
は
、
国
道

37
2
号
線

の
南
⻄
側

か
ら

を
予
定

し
て
い
る
 

(
右

折
進
⼊
：

国
道

3
72
 号

線
の

拡
幅

部
利

用
・

左
折
退
出

：
下
記

拡
幅
 

部
利

用
)
。
 

国
道

37
2
号

線
と

進
⼊
路
の
Ｔ

字
交
差
点
の

現
況

拡
幅

(隅
切

)
部
を
拡
 

大
す

る
方
針
を

考
え

て
い
る
。
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2.6.3 打合せ記録簿 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

東条川二期地区 昭和池 第２回 
打合せ記録簿 

 
開催日時：令和７年 11月 26 日(水)9:00～10:00 

場    所：Web 開催（Teams） 

出 席 者：別紙出席者名簿のとおり 

 
【資料】昭和池改修工事 施工計画図 
    現地調査及び第１回打合せにおける外部技術者の助言と対応方針 

 現地調査及び第１回打合せにおける外部技術者の助言について対応方針を説明した

後、外部技術者(委員)から改めて意見を頂いた。内容は以下のとおり。 

 
委員 No.1 について、堤体下流仮置場の周囲をワンウェイで走行できる

道路が計画されているため、一方通行でループすれば、安全に施工が

進められる。 

No.2 について、計画図 P.5 にて、EL112.9 以降は盛土施工によっ

て堤体上流道路が分断され、上流側に行くことが出来なくなる。洪水

吐に橋梁は架設不可であることは理解したが、別のルートがあれば、

上流側に行く動線が確保できる。 

No.3 について、計画図 P.5 にて、段切りを行えば、堤体上流道路

が分断され、盛土場で水平に土運搬する必要がある。これについての

サイクルタイムを十分に検討する必要がある。 

No.4 について、CIMデータがある方がイメージを共有できるように

なる。特に、堤体上流道路が分断される箇所についてである。 

No.5 について、ベルトコンベアの採用が難しいことは承知した。 

No.7 について、右折進入の際に渋滞が起きないか懸念する。ダン

プが右折待ちで停止した際に、後続車が無理な追い越しをすると危険

である。右折進入車を優先するようにルール化すれば良いと考える。 

委員 委員と同意見である。 

No.1,2,3 について承知した。 

No.4 について、CIMデータがある方が便利であり、様々な施工計画

を立てる際や盛土のトレーサビリティにも使用できる。CIMデータは

施工業者が作成すると推測するため、設計では始めのモデルがあれば

良いと考える。 
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No.5 のベルトコンベアについて内容を承知した。 委員の御意

見の通り、盛土の水平移動時にサイクルが悪く、生産性が落ちると思

われる。クローラダンプとベルトコンベアを併用し、水平距離が長く

なる際に垂直方向にも搬入出来るようにし、２方向から盛土を搬入す

れば、施工速度が良いと考える。これには仮置土量との関係があり、

盛土の施工速度が早くても、外部からの搬入量が伴わなければならな

いため、サイクルタイムを検討して頂ければ良い。 

No.6 について、信号機を設置する案もある。一般車両が多いため、

工事初期段階には交通誘導員３名体制が良く、状況をみて２名体制に

すれば良いと思われる。 

No.7 について、右折進入車用に待避所を設けることは望ましく、

必ず待避所で待避して誘導員の合図によって右折進入するようにル

ール化する方が良い。右折進入と左折退出、及び左右からの一般車の

進入が重なると、事故が起きやすいため、ルール化を徹底する方が良

い。右側（北東側）は下り坂で見通しが良くなく、スピードを出した

一般車と左折退出する工事車両との事故が考えられるため、出入口に

は注意して頂きたい。 

                             以上 
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2.
6
.4
 
検

討
結

果
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
令

和
７
年
度

 土
地
改
良
技
術

 近
畿
農
政

局
管
内
国
営
事
業

外
部
技

術
者
活
用
業
務
 

東
条
川
二
期
地

区
 
昭
和
池
 
第

２
回
打

合
せ
 

No
. 

項
目
 

助
言
 

対
応
方
針

（
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
記

載
）
 

御
意
見
 

1
 

堤
体
上
流

面
の
押
え
盛
土
 

仮
置

場
を

た
め

池
の

下
方

以
外

に
も

設
け

る
必

要
が

あ

る
。
 

３
日

分
の
盛
土
量
を

仮
置
く
こ

と
を
想
定
し
、
ダ
ム

天
端

に
そ
れ
程

の
仮
置
場
を
設

け
る
こ

と
は
難
し
い
た

め
、
下
流

の
駐
車
場

あ
た
り
に
仮
置

き
し
て
、
不
整
地
運

搬
車
で
運
搬

す
る
と
い

う
方
法
に
な
る

と
考
え

ら
れ
る
。
 

仮
置
場
と

し
て
、
 

①
盛
土
前

半
(E
L1
12

.9
以
下
)
は
、
上

流
中
腹
仮
置
場

(
３
日
分

仮
置
き
) 

 
を
利
用

す
る
。
 

②
盛
土
後

半
（
E
L1
1
2
.9

以
上
）

は
、
堤
体
下
流

側
駐
車
場

付
近
に

盛
土
 

 
３
日
分

を
仮
置
し

、
不
整
地
運

搬
車
で
運

搬
す
る
施
工
計

画
と
す

る
。
 

 
堤

体
下

流
仮

置
場

の
周

囲
を

ワ
ン

ウ
ェ

イ
で

走
行

で
き

る
道

路
が

計

画
さ
れ
て
い
る

た
め
、
一
方
通

行
で
ル

ー
プ
す
れ
ば
、
安
全
に
施
工

が
進

め
ら
れ
る
。
 

2
 

 
－
〃
－
 

た
め

池
上

流
側

に
道

路
を

１
本

追
加

す
る

方
法

も
考

え

ら
れ
る
。
 

 
左
岸
側

の
洪
水
吐

橋
梁
横
断
ル

ー
ト
案
も

考
え
ら
れ
た
が

、
道
路
線
形
 

も
屈
曲
箇

所
が
あ
り

、
円
滑
な
走

行
が
不
可

で
あ
る
。
 

仮
設

橋
梁
の
別
途
設

け
る
場
合

に
お
い

て
も
、
洪
水
吐
構
造

設
計
に
工
 

事
用
車
両

相
当
の
上

載
荷
重
が
見

込
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
、
基
礎
が
盛
土
 

も
し
く
は

埋
め
戻
し

土
と
な
る
こ

と
か
ら
、

架
設
不
可
と
考

え
ら
れ

る
。
 

上
記

1
の
堤

体
下
流
側

の
仮
置
場

を
設
け
る
こ
と

で
対
応
す

る
方
針
で

あ
る
。
 

 
E
L
1
12
.
9
以
降

は
盛
土
施
工
に

よ
っ
て
堤

体
上
流
道

路
が
分
断
さ

れ
、

上
流
側
に
行
く

こ
と
が
出

来
な
く

な
る
。
洪
水
吐
に

橋
梁
は
架
設
不

可
で

あ
る
こ
と
は
理

解
し
た
が

、
別

の
ル
ー

ト
が
あ
れ
ば
、
上
流
側
に
行

く
動

線
が
確
保
で
き

る
。
 

3
 

 
－
〃
－
 

盛
土

工
で
の
排
水
対

策
が
必
要

で
な
い
か
と

考
え
る
。
 

降
雨

に
よ
る
流
出
対

策
や
道
路

維
持
を
考
え

る
と
、
上
流

道
路
を
C
-
4
0砕

石
で
造
成

す
る
の

は
難
し
い
と
考

え
る
。
 

C-
40

の
排
水
性
は

良
い
が
、
流
出

対
策
が
必

要
で
あ
る
。
 

段
切

り
は

1.
0
ｍ
高

で
2
5
段
あ
る

。
法
面
保

護
(
岩
石
材
料
)
撤

去
後
、
 

１
段
ず
つ

施
工
し
、

盛
立
て
は
段

切
り
に
追

随
し
て
実
施
す

る
。
 

段
切

掘
削
後
の
放
置

時
間
は
限

ら
れ
、
排
水
流

出
に
対
す
る

課
題
は
少
 

な
い
と
想

定
さ
れ
る

。
段

切
水
平
面
に

排
水
勾
配

を
取
る
、
も

し
く
は
⻑
 

期
放
置
す

る
場
合
は

シ
ー
ト
に
よ

る
養
生
程

度
を
想
定
す
る

。
 

道
路

C-
40

材
の
流

出
に
対
し
て

は
、
現
況
堤

体
の
表
面

被
覆
材
で
保
 

護
す
る
(
フ
ィ

ル
タ
ー
則

に
つ
い
て

確
認
要
)
。
 

段
切
り
を

行
え
ば
、
堤
体

上
流
道

路
が
分
断
さ
れ

、
盛
土
場
で

水
平
に

土
運
搬
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て

の
サ
イ
ク

ル
タ
イ
ム
を

十
分

に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る

。
 

4
 

 
－
〃
－
 

２
年

度
及
び
３
年
度

の
盛
土
に

つ
い
て
、
堤
体
上
流

道
路

を
撤
去
す

る
箇
所
と
盛
土

施
工
位

置
の

CI
M
デ

ー
タ
を
作
成

し
、
施
工

ス
テ
ッ
プ
を
検

討
し
て

は
如
何
と
考
え

る
。
 

 
施
工
ス

テ
ッ
プ
毎

に
運
搬
車
両
、
土
工
機
種
を
選

定
し
サ
イ

ク
ル
タ
イ
 

ム
を
検
討

す
る
。
 

 
C
I
M
デ
ー
タ
が

あ
る
方
が
イ
メ

ー
ジ
を
共

有
で
き
る

よ
う
に
な
る

。
特

に
、
堤
体
上
流

道
路
が
分

断
さ
れ

る
箇

所
に
つ
い

て
で
あ
る

。
 

 
C
I
M
デ
ー
タ
が

あ
る
方
が
便
利

で
あ
り
、

様
々
な
施

工
計
画
を
立

て
る

際
や
盛
土
の
ト

レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ

に
も

使
用
で
き

る
。
C
IM

デ
ー

タ
は
施

工
業
者
が
作
成

す
る
と
推

測
す
る

た
め
、
設
計
で
は

始
め
の
モ
デ
ル

が
あ

れ
ば
良
い
と
考

え
る
。
 

5
 

 
－
〃
－
 

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
の

使
用

を
検

討
し

て
は

如
何

か
と

考

え
る
。
 

ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
を

採
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
に

材
料

を
移

し
替

え
る

場
所

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要
が
あ

る
。
 

盛
土

場
で
の
二
次
運

搬
に
つ
い

て
は
、
サ

イ
ク
ル
タ

イ
ム

を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る

。
 

 
押
え
盛

土
後
半
(
E
L
11
2.
9
以
上

、
盛
土
量

1
5,
00
0
㎥
 程

度
)が

施
工

対
象
と
想

定
さ
れ
る

。
 

上
記

4
に
示
し
た
施

工
ス
テ
ッ

プ
毎
の

検
討
結
果
よ
り
、
工

程
的
に
も

対
応
可
能

で
あ
る
た

め
、
下
流

仮
置
き

場
か
ら
盛
立
場

ま
で
を

ク
ロ
ー
ラ

ダ
ン
プ
で

運
搬
す
る

方
針
で
あ
る

。
 

 
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
の
採

用
が
難

し
い

こ
と
は
承

知
し
た
。

 

 
盛
土
の
水
平

移
動
時
に

サ
イ
ク

ル
が

悪
く
、
生
産

性
が
落
ち
る
と

思
わ

れ
る
。
ク
ロ
ー

ラ
ダ
ン
プ
と
ベ

ル
ト
コ

ン
ベ
ア
を
併
用

し
、
水
平
距

離
が

長
く
な
る
際
に

垂
直
方
向

に
も
搬

入
出

来
る
よ
う

に
し
、
２
方
向
か

ら
盛

土
を
搬
入
す
れ

ば
、
施
工
速
度

が
良
い

と
考
え
る
。
こ

れ
に
は
仮
置

土
量

と
の
関
係
が
あ

り
、
盛
土
の
施

工
速
度

が
早
く
て
も
、
外
部
か
ら
の

搬
入

量
が
伴
わ
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
た

め
、
サ

イ
ク
ル
タ

イ
ム
を
検
討
し

て
頂

け
れ
ば
良
い
。
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No
. 

項
目
 

助
言
 

対
応
方
針

（
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
記

載
）
 

御
意
見
 

6
 

進
入
道
路
 

カ
ー

ブ
に

も
う

１
名

誘
導

員
を

配
置

す
る

こ
と

を
検

討

し
は
如
何

か
と
考
え
る
。
支
障
が
無
い

よ
う
に
、
初

期
段
階

だ
け

で
も

交
通

誘
導

員
の

３
名

配
置

を
検

討
す

る
方

が
良

い
と
考
え

る
。
 

左
記

の
と

お
り

、
３

名
交

通
誘

導
員

を
配

置
す

る
(
仮

設
平

面
図

参

照
)
。
 

信
号
機
を

設
置
す
る

案
も
あ
る

。
一
般
車
両
が
多

い
た
め
、
工

事
初
期

段
階
に
は
交
通

誘
導
員
３

名
体
制

が
良

く
、
状
況
を

み
て
２
名
体
制

に
す

れ
ば
良
い
と
思

わ
れ
る
。
 

7
 

 
－
〃
－
 

右
折

進
入
・
左
折

退
出
で
あ
れ
ば
、
出
入
口
付

近
に
待
避

場
を
設
け

る
必
要
が
あ
る

と
考
え

る
。
 

 
材
料
等

の
搬
⼊
は
、
国
道

37
2
号
線

の
南
⻄
側
か
ら

を
予
定
し

て
い
る
 

(
右
折
進
⼊
：

国
道

3
72
 
号
線
の

拡
幅
部
利
用
・

左
折
退
出

：
下
記
拡
幅
 

部
利
用
)
。
 

国
道

3
7
2
号

線
と
進
⼊

路
の
Ｔ
字

交
差
点
の
現
況

拡
幅
(隅

切
)
部
を
拡
 

大
す
る
方

針
を
考
え

て
い
る
。
 

 
右
折
進
入
の

際
に
渋
滞

が
起
き

な
い

か
懸
念
す

る
。
ダ
ン
プ
が
右

折
待

ち
で
停
止
し
た

際
に
、
後
続
車
が

無
理
な
追

い
越
し
を

す
る
と
危
険

で
あ

る
。

右
折

進
入

車
を

優
先

す
る

よ
う

に
ル

ー
ル

化
す

れ
ば

良
い

と
考

え

る
。
 

 
右
折
進
入
車

用
に
待
避

所
を
設

け
る

こ
と
は
望

ま
し
く
、
必
ず

待
避
所

で
待

避
し

て
誘

導
員

の
合

図
に

よ
っ

て
右

折
進

入
す

る
よ

う
に

ル
ー

ル

化
す
る
方
が
良

い
。
右
折
進
入

と
左
折

退
出
、
及
び
左

右
か
ら
の
一

般
車

の
進
入
が
重
な

る
と
、
事
故
が

起
き
や

す
い
た
め
、
ル

ー
ル
化
を
徹

底
す

る
方
が
良
い
。
右
側
（
北
東
側

）
は
下
り
坂
で
見

通
し
が
良

く
な
く
、
ス

ピ
ー

ド
を

出
し

た
一

般
車

と
左

折
退

出
す

る
工

事
車

両
と

の
事

故
が

考

え
ら
れ
る
た
め

、
出
入
口

に
は
注

意
し

て
頂
き
た

い
。
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 ため池上流側に道路を１本追加することについて、左岸側の洪水吐橋梁横断ルートは不

可となり、洪水吐への仮設橋梁も架設不可という結果になった。しかし、現実的な現場での

施工を想像すると、盛土後半の段階になっても、前半まで使用していた仮置場に行く必要が

生じると思われる。極端な考えになるが、ため池上流側の最終形状を、耐震補強を満足する

押え盛土の一部として道路を残置できるように計画出来れば、盛土施工の速度低下を抑制

することに繋がり、竣工後の維持管理にも活用できるようになるのではないかと考える。 
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